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劇的な政権交代から約１年半がたった。政権交代の実現によって、政府の政策の内容だ

けでなく、その決定プロセスがどのように変わるのかは、政策に関わる多くの人にとって、

きわめて重要な関心事である。 

 2009 年 10 月に発足させた「国の政策の企画・立案・決定に関する研究委員会」（主査：

伊藤光利・関西大学教授）において、これまでのところ、旧来の自民党政権と新しい民主

党中心の政権を比較して、政策理念や政策を形成するプロセスがどのように変わったのか

を明らかにするため、労働、社会保障、予算・税制、地方分権の４つの政策分野における

具体的事例をとりあげ、政策の内容と政策決定プロセスの両面から検討を行っている。 

 本報告書は、同委員会の初年度の成果として、主査および４名の委員に執筆を依頼し、

これまでの委員会での議論もふまえ、現段階での問題提起を研究の中間報告としてまとめ

たものである。 

本報告書の特徴は、鳩山政権期を中心としつつ、菅政権の一定期間をもカバーし、政策

の理念や政策決定システムについての分析等をつうじて、民主党政権のあり方に言及して

いるという点にある。第１章は総論的な性格をもち、第２章から第５章までは政策分野ご

との各論という構成になっており、各章のなかで民主党政権にとっての今後の課題を提示

している。同委員会においては、引き続き、さらに調査研究を深め、その成果を最終報告

にまとめる予定である。 
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